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イネがマグネシウム濃度を維持するしくみの手がかりが見つかる 
—―植物のマグネシウム濃度恒常性に関与する分子の発見—― 

 
１． 発表のポイント： 
◆マグネシウムは植物にとって欠かせないミネラルです。本研究では、植物の根や葉がマグネ

シウムを獲得し維持するのに必須な分子として OsRZF1 というタンパク質を発見しまし

た。 
◆植物中のマグネシウム濃度を維持する仕組みは不明でした。今回発見した OsRZF1 タンパ

ク質は DNA などの核酸に結合する種類のもので、こうしたタンパク質がマグネシウム濃度

維持に関与していることを示したのは初めての発見です。 
◆今後、OsRZF1 タンパク質の働きを解明することで、マグネシウムが欠乏している農地で

の農業やマグネシウム肥料が少ない農業の実現に貢献すると考えられます。 
 
２．発表概要：  
東京大学大学院農学生命科学研究科の小林奈通子准教授らのチームが、イネがマグネシウム

濃度を維持する仕組みに関与する分子として OsRZF1 タンパク質を発見しました。これまで

植物がマグネシウムを吸収・移行することに関する知見は集まっていましたが、濃度維持に関

与する分子の発見で、マグネシウム濃度維持機構を解明する新たな展開が広がるものと期待で

きます。こうしたマグネシウムの吸収や輸送・濃度維持機構の仕組みが明らかになることで、

マグネシウムが欠乏した農地でも育つ品種やマグネシウムを高濃度に蓄積させる品種の作成に

役立つ情報を提供できると考えられます。 
 

３．発表内容： 
 マグネシウムは植物の細胞内に多く含まれており、陽イオンとして様々な生体分子と結合し

ながら、植物が正常に生育するのに不可欠な役割を多く担っているミネラルです。近年、植物

がマグネシウムを取り込む仕組みが少しずつ明らかになっていますが、植物体内のマグネシウ

ムの濃度を最適なレベルに制御する仕組みについては良くわかっていません。 
東京大学などのチームは、植物のマグネシウム濃度維持の仕組みを解明することを目的とし

て、最初に、放射線を照射したことによる突然変異（注 1）をしたイネの集団の中から、マグ

ネシウム濃度を維持できないイネを探しました（図 1）。見つけられたこの突然変異イネ、

LMGC1（Low Mg Content 1）はマグネシウムが欠乏した条件に弱く（図 2）、根からマグ

ネシウムを吸収する速度が約半分に減少することに加え、根で吸収したマグネシウムを葉へと

輸送する速度がおよそ 1/4 に減少していました。放射線により傷ついたと考えられる遺伝子は

無数にある中で、MutMap+解析（注 2）によりマグネシウム濃度の維持ができない原因とな

る遺伝子の候補を 2 つに絞った後、CRISPR/Cas9 システムによるゲノム編集（注 3）の手法

でそれぞれの遺伝子について欠損させたイネを作成し、できたイネのマグネシウム濃度や輸送



様式を解析したところ、Os01g0555100 がコードする OsRZF1 タンパク質がマグネシウム濃

度維持に必要であることがわかりました（図 3）。OsRZF1 タンパク質は DNA もしくは

RNA に結合するタイプのタンパク質であることから、マグネシウムの吸収や輸送の制御に関

わっていることが示唆されます。 
今後、OsRZF1 タンパク質がどのような DNA もしくは RNA と結合するのかなど、役割を

解き明かすことで、植物がもつマグネシウム濃度維持の仕組み全般が明らかになることが期待

できます。こうした仕組みが明らかになることで、マグネシウムが欠乏した農地でも育つ作物

を作ることや、人が摂取するマグネシウムが欠乏しがちな地域において農作物にマグネシウム

を高濃度に蓄積させる品種の作成に役立つ情報を提供できると考えられます。 
本研究は、文部科学省科学研究費補助金基盤研究(C) 小林奈通子（課題番号：
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５．注意事項： 
日本時間 2 月 22 日（水）午前 9 時（UTC：22 日（水）午前 0 時）以前の公表は禁じられて

います。 
 
６．問い合わせ先： 
東京大学大学院農学生命科学研究科 附属アイソトープ農学教育研究施設 
准教授 小林 奈通子（こばやし なつこ） 
E-mail：anikoba@g.ecc.u-tokyo.ac.jp 
 
東京大学大学院農学生命科学研究科 附属アイソトープ農学教育研究施設 
教授 田野井 慶太朗（たのい けいたろう） 
E-mail：uktanoi@g.ecc.u-tokyo.ac.jp 
 
７．用語解説：  
注 1：突然変異 
生物がもつ遺伝物質に変化が生じること。放射線や薬剤を処理することにより、突然変異を積

極的に引き起こす手法があります。 
 
注 2：MutMap+解析 
突然変異をおこした植物において、変化した形や生理現象などの原因遺伝子を同定する手法の

ひとつ。 
 
注 3：CRISPR/Cas9 システムによるゲノム編集 
狙った箇所の DNA を二本鎖切断する原理を用いて、ゲノムを改変する手法。 
 
  



８．添付資料： 

 
図 1 突然変異イネの相対的なマグネシウム濃度の分布図。選抜した突然変異イネ

（LMGC1）を矢印で示した。 



 

図 2 選抜した突然変異イネ LMGC1 をマグネシウム欠乏条件で生育させた場合。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

図 3 2 つの遺伝子（A: Os01g0555100（RZF）、 B: Os01g0555200（Rac））それぞれをゲ

ノム編集で欠損させたイネと、第四葉の葉身（L4 blade）のマグネシウム濃度。RZF に変異

を入れたイネはマグネシウム濃度が低かった。 


